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風力計
「
薬
剤
師
行
動
規
範
」に
つ
い
て

　
日
本
薬
剤
師
会
は
、
本
年
１
月
、「
薬
剤
師
倫

理
規
定
」
を
改
め
「
薬
剤
師
行
動
規
範
」
を
制
定

し
ま
し
た
。

　
薬
剤
師
行
動
規
範
は
15
項
目
か
ら
な
り
、「
任

務
」、「
最
善
努
力
義
務
」、「
法
令
等
の
遵
守
」、

「
品
位
及
び
信
用
の
維
持
と
向
上
」、「
守
秘
義

務
」、「
生
涯
研
鑽
」、「
多
職
種
間
の
連
携
と
協

働
」、「
医
薬
品
の
品
質
、有
効
性
及
び
安
全
性
等

の
確
保
」、「
医
療
及
び
介
護
提
供
体
制
へ
の
貢

献
」に
つ
い
て
は
、
倫
理
規
定
の
項
目
を
引
き
継

ぎ
又
は
統
合
す
る
と
と
も
に
内
容
を
見
直
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
新
た
な
項
目
と
し
て
、
患
者
の

尊
厳
と
自
主
性
を
配
慮
す
る
「
患
者
の
自
己
決

定
権
の
尊
重
」、
個
人
を
差
別
せ
ず
公
正
に
対
応

す
る
「
差
別
の
排
除
」、
研
究
や
職
能
の
実
践
を

通
じ
た
「
学
術
発
展
へ
の
寄
与
」、
果
た
す
べ
き

業
務
に
つ
い
て
の
「
職
能
の
基
準
の
継
続
的
な

実
践
と
向
上
」、
自
分
自
身
の
健
康
に
責
任
を
持

ち
維
持
管
理
す
る
「
国
民
の
主
体
的
な
健
康
管

理
へ
の
支
援
」、
公
正
性
の
原
則
を
常
に
考
慮
す

る「
医
療
資
源
の
公
正
な
配
分
」が
加
わ
り
ま
し

た
。

　
薬
剤
師
行
動
規
範
は
、
薬
剤
師
綱
領
に
基
づ

く
具
体
的
な
行
動
の
価
値
判
断
と
、
薬
剤
師
が

関
わ
る
国
民
、医
療
関
係
者
、社
会
と
の
関
係
を

明
示
し
た
も
の
で
す
。
昨
年
は
、
薬
剤
師・薬
局

に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
貶
め
る
不
祥
事
が
続

発
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
事
態
を
真
摯
に
受
け

止
め
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
薬
剤
師
が
本
行

動
規
範
に
基
づ
き
専
門
職
と
し
て
の
矜
持
を

も
っ
て
、
社
会
か
ら
信
頼
さ
れ
る
医
療
人
と
し

て
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
薬
剤
師
綱
領
、
薬
剤
師
行
動
規

範・解
説
は
、
本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

日本薬剤師会
専務理事  寺山 善彦

本
田
あ
き
こ
副
会
長
、全
国
訪
問
の
旅

第八弾
●
京
都
府
の
支
部
訪
問

５
月
７
日（
月
）～
10
日（
木
）

　
初
日
は
、自
民
党
府
議
団
を
訪
問
し
た
後
、右

京
支
部
、中
京
支
部
を
中
心
に
薬
局
訪
問
を
、二

日
目
は
、
卸
会
社
、
製
薬
会
社
を
訪
問
の
後
、
市

内
の
薬
局
訪
問
を
、3
日
目
は
、卸
会
社
の
訪
問

の
後
、乙
訓
支
部
、下
京
南
支
部
を
中
心
に
薬
局

訪
問
を
、最

終
日
は
、卸

会
社
、製
薬

会
社
、自
民

党
京
都
市

議
団
、京
都

薬
科
大
学

臨
床
薬
学

教
育
セ
ン
タ
ー
の
訪
問
の
後
、
下
京
南
支
部
を

中
心
に
薬
局
訪
問
を
行
っ
た
。

　
広
島
県
の
支
部
訪
問
の
際
に
提
案
さ
れ
、
作

成
さ
れ
た
オ
レ
ン
ジ
の
た
す
き
リ
レ
ー
が
島
根

県
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
京
都
で
も
リ
レ
ー
さ

れ
た
。

●
大
阪
府
の
支
部
訪
問

５
月
18
日（
金
）、
19
日（
土
）、
22
日（
火
）

～
25
日（
金
）

　
前
半
２
日
は
、
薬
局
訪
問
の
ほ
か
、
薬
剤
師
会

館
で
の
神
農
大
神
例
祭
及
び
未
来
を
担
う
薬
剤

師
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
。
後
半
は
、卸
会
社

の
朝
礼
で
の
挨
拶
の
ほ
か
、寝
屋
川
市
、門
真
市
、

守
口
市
、大
東
市
、枚
方
市
、摂
津
市
、茨
木
市
、高

槻
市
、八
尾
市
、松
原
市
、枚
岡
支
部
、河
内
支
部
、

泉
大
津
支
部
、
泉
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
薬
局
訪
問
を

行
っ
た
。
途
中
ミ
ニ
集
会
に
も
参
加
し
た
。

●
和
歌
山
県
の
支
部
訪
問

６
月
４
日（
月
）～
６
日（
水
）

　
初
日
は
、
卸
会
社
の
朝
礼
で
挨
拶
を
し
た
後
、

和
歌
山
市
内
の
薬
局
及
び
卸
会
社
の
訪
問
、
２

日
目
は
、海
南
支
部
、有
田
支
部
、田
辺
支
部
、３

日
目
は
、田
辺
市
内
の
卸
会
社
を
訪
問
の
後
、高

野
町
長
を
表
敬
訪
問
。
そ
の
後
、
伊
都
支
部
の

薬
局
訪
問
を
行
い
、奈
良
県
に
移
動
し
た
。

●
奈
良
県
の
支
部
訪
問

６
月
６
日（
水
）～
９
日（
土
）

　
6
日
夕
刻
に
開
催
さ
れ
た
橿
原
・
高
市
支
部

と
御
所
支
部
の
会
合
に
出
席
し
、
７
日
は
卸
会

社
の
朝
礼
で
挨
拶
の
後
、
吉
野
支
部
、
桜
井
・
宇

陀
支
部
、
高
田
・
葛
城
支
部
、
香
芝
・
広
陵
支
部

の
薬
局
訪
問
を
、
8
日
は
卸
会
社
訪
問
の
後
、

郡
山
支
部
、
西
和
支
部
、
天
理
・
磯
城
支
部
の
薬

局
と
卸
会
社
を
訪
問
し
た
。
途
中
、
製
薬
協
同

組
合
の
理
事
会
で
挨
拶
を
行
っ
た
。
最
終
日

は
、
奈
良
支
部
、
生
駒
支
部
の
薬
局
訪
問
と
支

部
会
で
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

●
兵
庫
県
の
支
部
訪
問

６
月
11
日（
月
）～
15
日（
金
）

　
初
日
は
、相
生
市
、赤
穂
市
、た
つ
の
市
、姫
路

市
の
薬
局
、病
院
、卸
会
社
を
訪
問
し
、夕
方
、ミ

ニ
集
会
に
参
加
し
、
2
日
目
は
姫
路
市
内
の
卸

会
社
、
薬
局
、
病
院
を
訪
問
し
た
後
、
播
磨
支
部

に
移
り
、高
砂
市
、加
古
川
市
、明
石
市
を
経
て
、

淡
路
島
で
ミ
ニ
集
会
に
参
加
し
た
。
3
日
目
は
、

明
石
市
、
神
戸
市
の
薬
局
、
卸
会
社
、
病
院
を
訪

問
し
、4
日
目
は
、神
戸
市
、芦
屋
市
、西
宮
市
の

卸
会
社
、
薬
局
を
訪
問
し
た
後
、
ミ
ニ
集
会
に
参

加
し
た
。
最
終
日
は
、
西
宮
市
、
尼
崎
市
の
卸
会

社
、
薬
局
、
病
院
を
訪
問
し
た
。
握
手
し
た
人
数

を
カ
ウ
ン
ト
す
る
「
あ
き
こ
メ
ー
タ
ー
」
が
携
行

さ
れ
、9
0
1
人
と
握
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

●
滋
賀
県
の
支
部
訪
問

６
月
18
日（
月
）、19
日（
火
）

　
初
日
は
、大
津
市
内
の
薬
局
、卸
会
社
を
訪
問

し
、2
日
目
は
卸
の
朝
礼
で
挨
拶
し
た
後
、栗
東

市
、
守
山
市
、
野
洲
市
、
草
津
市
の
薬
局
を
訪
問

し
た
。
初
日
の
朝
、
大
阪
北
部
地
震
が
発
生
し
、

大
津
市
で
震
度
5
弱
で
あ
っ
た
。
二
日
間
で

あ
っ
た
が
、
60
軒
の
薬
局
を
訪
問
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
支
部
訪
問
活
動
を
展
開
中
!!

本
田
あ
き
こ
副
会
長
の
全
国
支
部
訪
問
の
旅
は
順
調
に
進
ん
で
い
る
。
１
月
末
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
全
国
支
部
訪

問
は
、東
京
、関
東
、中
国
ブ
ロ
ッ
ク
を
終
え
、５
月
か
ら
大
阪
ブ
ロ
ッ
ク
、近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い

る
。
７
月
に
は
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
を
訪
問
す
る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、本
田
副
会
長
は
、支
部
訪
問
の
間
を
ぬ
っ
て
、支

援
団
体
の
会
合
に
も
参
加
し
、挨
拶
又
は
講
演
の
機
会
を
い
た
だ
い
た【
左
上
表
】。

京
都
府

兵
庫
県

大
阪
府

奈
良
県

滋
賀
県

和
歌
山
県

5月15日（火） 佐賀県女性フォーラム（スカイプによる対談）
5月20日（日） 日本女性薬剤師会四国ブロック会（愛媛県松山市）
5月26日（土） 愛媛県病院薬剤師会会合（愛媛県松山市）
6月  2日（土） 長崎大学薬学部同窓会定期総会（東京都内）
6月13日（水） 西日本貸しおしぼり協同組合理事会（広島県福山市）
6月17日（日） 長崎県病院薬剤師会総会（長崎県佐世保市）
6月20日（水） 全国おしぼり協同組合連合会総会（群馬県高崎市）
6月23日（土） 日本女性薬剤師会総会後の懇親会（東京都内）



2平成30年（2018年）7月20日発行 vol.58  日 薬 連 盟 だ よ り

　
5
月
31
日
（
木
）
の
午
後
、
都
内
の
ホ
テ
ル

に
お
い
て
「
平
成
30
年
度  

薬
剤
師
首
長
・
地

方
議
員
意
見
交
換
会
」
が
全
国
よ
り
30
名
の
首

長
や
議
員
が
集
ま
り
開
催
さ
れ
た
。
冒
頭
、
山

本
会
長
よ
り
「
役
員
改
選
が
あ
り
3
期
目
の
会

長
を
務
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
来
年
の
統
一
地

方
選
挙
に
向
け
て
、
ま
た
、
本
田
あ
き
こ
後
援

会
活
動
に
対
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
。
」

と
挨
拶
が
あ
っ
た
。
次
に
薬
剤
師
国
会
議
員
の

藤
井
基
之
参
議
院
議
員
が
挨
拶
に
立
ち
「
参
議

院
に
お
い
て
生
活
保
護
法
34
条
が
修
正
さ
れ
、

後
発
医
薬
品
の
使
用
は
努
力
規
定
と
な
っ
て
い

る
の
を
、
原
則
と
し
て
後
発
医
薬
品
と
す
る
こ

と
と
さ
れ
た
。
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
公
務
の

た
め
出
席
で
き
な
か
っ
た
松
本
純
衆
議
院
議
員

と
渡
嘉
敷
奈
緒
美
衆
議
院
議
員
か
ら
の
祝
電
が

披
露
さ
れ
た
後
、
日
本
薬
剤
師
連
盟
の
活
動
報

告
が
な
さ
れ
①
平
成
30
年
度
事
業
計
画
、
②
直

近
の
政
治
課
題
、
③
第
25
回
参
議
院
議
員
通
常

選
挙
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
出

席
し
た
首
長
・
地
方
議
員
か
ら
の
報
告
と
意
見

が
交
わ
さ
れ
、
時
間
一
杯
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
熱

い
想
い
が
語
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
場
所
を
変
え

て
本
田
あ
き
こ
副
会
長
の
司
会
・
進
行
で
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
、
胸
の
バ
ッ
チ
に
関
係
な
く
同

じ
薬
剤
師
と
し
て
交
流
が
深
め
ら
れ
、
来
年
の

再
会
を
誓
い
あ
っ
た
。

平
成
30
年
度

薬
剤
師
首
長・地
方
議
員
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
る

薬剤師への
期待

山形県
山形市議会議員 

齊藤 栄治

千葉県
市原市議会議員 

小沢 美佳

愛知県
一宮市議会議員

中村 一仁

島根県
浜田市議会議員

川神 裕司

山口県
山口県議会議員 

渋谷 正

北海道
赤平市議会議員 

北市 勲

群馬県
太田市議会議員 

大島 正芳

千葉県
鴨川市議会議員

久保 忠一

大阪府
大阪市議会議員 

辻 淳子

岡山県
総社市議会議員 

村木 理英

愛媛県
今治市長 

菅 良二

北海道
滝川市議会議員 

荒木 文一

群馬県
伊勢崎市議会議員 

森田 修

岐阜県
岐阜県議会議員 

川上 哲也

大阪府
茨木市議会議員 

河本 光宏

広島県
府中町議会議員 

上原 貢

長崎県
長崎県議会議員 

宮本 法広

群馬県
高崎市議会議員

木村 純章

愛知県
愛知県議会議員 

稲本 和仁

兵庫県
西宮市議会議員

植田 篤治

広島県
安芸高田市議会議員 

山根 温子

熊本県
玉名市議会議員 

北本 将幸

宮城県
白石市議会議員

平間 知一

千葉県
茂原市議会議員 

市原 健二

愛知県
東海市議会議員 

井上 正人

和歌山県
高野町長 

平野 嘉也

広島県
熊野町議会議員 

山野 千佳子

熊本県
荒尾市議会議員 

多田隈 穣

鹿児島県
鹿児島県議会議員 

寶來 良治

北海道
網走市議会議員

永本 浩子

出席した薬剤師首長・地方議員 紹介 「主な議員からの発言」

薬 剤 師 首 長 地 方 議 員 意 見 交 換 会 ア ン ケ ー ト

 医師不足と偏在が問題  
 �糖尿病の予防で医療費削減を
目指している   
 本田あきこを応援したい   

�　 �広報に当番医、当番薬局を掲載
している   
 �市議会議員に当選、地域包括ケ
アを推進したい   
 �薬局を経営しているが熊本地
震では重機に乗って支援活動
をした   
 学校薬剤師報酬を改善した
 �飲食店での受動喫煙防止を推
進したい   
 �人生100年時代に向け市民活
動を推進したい  
 �市議会議員選挙で初当選、地域
医療に貢献したい  
 �薬局・薬剤師が本気になって政
治に参加すべき   
 �薬剤師の政治意識を高めるの
が仕事   
 �地域貢献で薬剤師をいかに見
せるかが大事   
 敷地内薬局反対で活動中  
 健康ポイントを推進している
 �本田あきこは戦う女性の顔に
なった
 小さな声を形にしていく
 �2期目当選したが若者の名簿が
少なかった
 �市民病院の新築移転問題に取
り組んでいる
 �薬事コーディネーターを推進
している
 オレンジカラーで頑張る

敷地内薬局は利益誘導で
す。 結 束 し て 反 対 し ま
しょう。

在宅患者のバイタルチェッ
クで副作用の確認  Dr.に
減薬処方提案

薬剤師は患者にとって真
に必要な職種にならなけ
ればいけない

長寿社会に向い、薬剤師の
地域貢献が期待されてい
ます

地域住民の健康増進のた
め包括ケアシステム構築
に全力を挙げよう

患者さんにとって1番身
近な相談しやすい医療の
専門家であるべき

継続可能なまちづくりに
かかせぬ教育と医療。薬
剤師の職能発揮を！

薬剤師はできる! 何がで
き る? 地 域 医 療 の リ ー
ダーができる !

地域のために薬を知り病
気を知り人の心を知る薬
剤師

住民に近い薬剤師はしっ
かりと住民を説得するこ
とができる

信頼感! ! 世の中から尊敬
され特に医療界では一番
尊敬されるべし
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　平成30年6月18日（月）、自民党薬剤師問題議員懇談
会世話人会と同総会が、都内会議室において開催された。
　世話人会では新規会員と会計報告が了承され総会に
報告された。また、両会においては、日本薬剤師会の課題
と要望として、1.骨太の方針2018に対する日薬の見解、
2.平成31年度予算・税制改正要望、3.病院の敷地内薬局
問題について、山本会長及び日薬の森副会長から説明さ
れ、意見交換が行われた。

自民党薬剤師問題
議員懇談会世話人会・総会 開催

第
１
回
全
国
会
長・幹
事
長
拡
大
会
議
が
開
催
さ
れ
る
。

　
5
月
17
日
（
木
）
、
四
谷
主
婦
会
館
に
お

い
て
13
時
30
分
か
ら
開
催
さ
れ
た
。
会
場
は

Something Orange
（
オ
レ
ン
ジ
色
の
装
飾
品

を
身
に
つ
け
よ
う
。
そ
し
て
本
田
あ
き
こ
副

会
長
を
思
い
だ
そ
う
。
）
の
思
い
を
込
め
て
、

全
員
が
オ
レ
ン
ジ
色
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
身
に

つ
け
、
会
場
は
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
っ
た
。

　
山
本
会
長
は
、
「
後
1
年
、
全
国
で
の
支

援
活
動
を
強
力
に
展
開
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　
松
本
純
衆
議
院
議
員
は
、
「
艶
や
か
な
オ

レ
ン
ジ
色
に
力
強
さ
を
感
じ
て
い
る
。
是
非

全
力
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
医
薬
分

業
は
量
か
ら
質
へ
の
時
代
へ
と
遷
り
、
薬
剤

師
の
役
割
が
改
め
て
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。
医
薬
品
の
供
給
販
売
に
つ
い
て
は

政
府
の
会
議
の
中
に
お
い
て
も
様
々
な
意
見

が
出
さ
れ
て
い
る
。
平
成
30
年
度
改
定
で
は

薬
局
の
価
値
を
問
う
議
論
が
進
み
、
か
か
り

つ
け
薬
剤
師
の
一
層
の
推
進
や
地
域
支
援
体

制
加
算
の
創
設
な
ど
地
域
医
療
に
貢
献
す
る

薬
局
の
評
価
、
対
人
業
務
に
お
け
る
評
価
の

充
実
、
効
率
で
質
の
高
い
薬
局
薬
剤
師
業
務

の
推
進
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
医
薬
品
を

薬
剤
師
が
供
給
し
、
他
職
種
へ
の
橋
渡
し
も

含
め
て
、
そ
の
後
も
医
薬
品
の
適
正
使
用
に

責
任
を
持
ち
、
決
意
を
示
し
て
患
者
さ
ん
に

貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

薬
局
の
将
来
像
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
一
員
と
し
て

地
域
住
民
に
寄
り
添
い
頼
ら
れ
る
か
か
り
つ

け
薬
剤
師
と
し
て
信
頼
が
得
ら
れ
る
よ
う
今

後
も
取
り
組
ん
で
戴
き
た
い
。
入
院
医
療
か

ら
在
宅
医
療
へ
の
円
滑
な
移
行
が
求
め
ら
れ

る
中
で
切
れ
目
の
な
い
薬
物
治
療
を
実
現
す

る
た
め
に
は
薬
局
薬
剤
師
と
病
院
薬
剤
師
が

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
発
揮
し
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
連
携
が
不
可
欠
に
な
っ
て
い
る
。
地
域

に
お
け
る
連
携
に
つ
い
て
も
オ
ー
ル
薬
剤
師

と
し
て
取
り
組
ん
で
戴
き
た
い
。
新
た
な
課

題
と
し
て
、
改
正
か
ら
5
年
が
経
過
し
医
薬

品
医
療
機
器
法
の
見
直
し
に
つ
い
て
厚
生
労

働
省
で
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
際

に
、
今
後
の
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
あ
る
べ
き

薬
局
の
姿
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
、
積
極
的

に
提
言
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
私
も
薬
剤
師

議
員
と
し
て
そ
の
動
向
に
注
視
し
、
今
ま
で

以
上
に
薬
剤
師
が
職
能
を
発
揮
出
来
る
よ
う

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
挨
拶
し
た
。

　
と
か
し
き
な
お
み
衆
議
院
議
員
は
、
「
た

だ
今
環
境
副
大
臣
を
拝
命
し
て
い
る
。
先
程

ま
で
タ
イ
環
境
大
臣
と
会
談
を
し
て
い
た
。

外
国
用
の
名
刺
に
は
「Pharmacist

」
と
資
格

名
を
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
環
境

の
話
し
よ
り
も
医
療
体
制
や
医
薬
品
等
の
話

し
に
な
る
。
日
中
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
会
議
に
お

い
て
も
王
国
家
副
主
席
が
一
番
反
応
し
て
い

た
の
は
医
療
体
制
と
環
境
の
話
し
だ
っ
た
。

日
本
の
医
療
制
度
は
世
界
で
も
注
目
さ
れ
て

い
る
事
を
知
っ
て
戴
き
た
い
。
そ
の
中
で
、

薬
剤
師
は
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
て

い
る
。
10
年
経
っ
た
ら
今
の
仕
事
で
は
な
く

な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
Ａ
Ｉ
も
進
み
、
調
剤

も
ロ
ボ
ッ
ト
化
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
い

ま
、
薬
剤
師
の
職
能
を
ど
こ
で
発
揮
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
考
え
、
力
を
注
い

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
医
薬
品
医
療

機
器
法
の
改
正
を
迎
え
て
い
る
が
、
厚
生
労

働
省
の
言
う
こ
と
だ
け
を
待
っ
て
い
る
の
で

は
な
く
薬
剤
師
の
方
か
ら
提
案
し
、
そ
の
時

に
は
政
治
家
を
使
っ
て
情
報
発
信
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
し
っ
か
り
と
薬
剤
師
議
員

を
輩
出
し
て
お
く
事
が
重
要
だ
。
政
治
家
も

窮
地
に
落
ち
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
、
応

援
を
戴
い
た
方
々
の
顔
が
浮
か
ん
で
く
る
。

そ
う
す
る
と
、
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
挫
け
て
は

い
け
な
い
と
力
が
湧
い
て
来
る
。
選
挙
は
そ

の
パ
ワ
ー
を
戴
く
機
会
で
も
あ
る
。
そ
の
パ

ワ
ー
を
本
田
あ
き
こ
副
会
長
に
注
い
で
も
ら

い
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
そ
の
後
、
新
役
員
選
任
・
会
務
分
掌
、
会

議
予
定
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
支
援
者

名
簿
収
集
等
に
つ
い
て
報
告
と
協
議
が
行
わ

れ
た
。

本
田
あ
き
こ
中
央
後
援
会
第
２
回
役
員
会
が
開
催
さ
れ
る
。

　
第
1
回
全
国
会
長
・
幹
事
長
拡
大
会
議
終
了

後
、
16
時
か
ら
同
所
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
挨
拶
に
立
っ
た
本
田
あ
き
こ
副
会
長
は
、

「
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
各
都
道
府
県
を
廻
っ
て

お
り
、
3
月
25
日
で
全
都
道
府
県
を
訪
問
し

た
。
現
在
は
第
2
ラ
ウ
ン
ド
に
入
っ
て
お
り
、

ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
各
県
平
均
4
日
ペ
ー
ス
で
薬

局
・
医
薬
品
卸
会
社
・
製
薬
企
業
等
を
訪
問
し
て

い
る
。
各
地
で
は
、
病
院
薬
剤
師
連
盟
並
び
に

女
性
薬
剤
師
連
盟
に
も
ご
協
力
を
戴
き
、
女
性

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
立
ち
上
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
現
地
の
役
員
の
方
々
に
ご
協
力
を

戴
き
、
病
院
へ
も
訪
問
も
さ
せ
て
戴
い
て
い

る
。
地
方
を
廻
る
と
山
間
部
や
限
界
集
落
な
ど

が
あ
り
、
災
害
時
に
薬
剤
師
が
活
動
す
る
環
境

整
備
も
あ
る
が
、
人
が
少
な
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
薬
剤
師
の
職
能
を
地
域
の
中
か
ら
消
し
て

は
い
け
な
い
と
強
く
思
う
。
こ
う
し
た
こ
と
は

や
っ
て
い
れ
ば
理
解
し
て
戴
け
る
と
い
う
も
の

で
は
な
い
。
薬
剤
師
が
薬
剤
師
の
言
葉
で
述
べ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
し
っ
か
り
と
政

策
を
磨
い
て
参
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
木
平
日
本
病
院
薬
剤
師
連
盟
会
長
は
、「
4

月
24
日
に
日
本
病
院
薬
剤
師
連
盟
の
会
議
を
開

き
、
本
田
あ
き
こ
副
会
長
を
支
援
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。
事
あ
る
毎
に
政
治
に
関
与
し
て
い

く
こ
と
の
必
要
性
を
話
し
て
い
る
。
病
院
薬
剤

師
の
こ
と
も
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
戴
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
各
地
で
開
催
さ
れ
る
病
院
総

会
な
ど
に
参
加
し
て
戴
き
、
支
援
の
輪
が
広

が
っ
て
い
る
と
感
じ
る
。
日
本
薬
剤
師
連
盟
と

一
緒
に
な
っ
て
、
力
を
合
わ
せ
て
伴
に
活
動
を

さ
せ
て
戴
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
都
道
府
県

に
帰
ら
れ
た
ら
、
薬
剤
師
の
地
位
向
上
の
た
め

に
私
た
ち
も
頑
張
る
の
で
、
伴
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
と
お
伝
え
願
い
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　
引
き
続
き
挨
拶
に
立
っ
た
、
近
藤
日
本
女
性

薬
剤
師
連
盟
会
長
は
、「
以
前
、
私
は
苦
言
を

呈
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
薬
局
を

廻
っ
て
握
手
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
故
石
井
道
子
参
議
院
議
員
は
ま
ず
そ
れ
を

や
っ
た
。
久
々
に
本
田
あ
き
こ
副
会
長
と
お
会

い
し
て
、
本
気
度
が
顔
に
出
て
い
る
。
こ
れ

か
ら
の
戦
略
を
ど
の
よ
う
に
立
て
る
か
と
言
う

と
、
6
月
23
日
に
日
本
女
性
薬
剤
師
連
盟
の
総

会
が
あ
る
。
こ
の
時
に
し
っ
か
り
決
め
る
こ
と

が
あ
る
。
9
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
り
、
こ
の
中
で

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
決
め
る
。
後
援
会
名
簿

を
日
本
女
性
薬
剤
師
連
盟
が
一
括
し
て
集
め
た

が
、
こ
れ
で
は
空
気
が
読
め
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
都
道
府
県
薬
剤
師

連
盟
と
一
緒
に
な
っ
て
活
動
し
、
責
任
を
明
確

に
す
る
。
そ
し
て
、
効
率
的
な
支
援
活
動
を
行

い
た
い
。
司
令
塔
で
あ
る
私
が
本
気
で
動
い
て

い
る
。
12
月
に
は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
集
め

て
善
後
策
を
練
る
。
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
い
と
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
役
員
変
更
、
活
動
報
告
、
タ
イ
ム

テ
ー
ブ
ル
、
支
援
者
名
簿
収
集
、
広
報
資
材
、

支
援
団
体
の
報
告
が
行
わ
れ
、
小
屋
敷
山
口

県
薬
剤
師
連
盟
副
会
長
・
幹
事
長
の
頑
張
る
ぞ

コ
ー
ル
で
閉
会
と
な
っ
た
。
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青
春
の
詩

　

先
月
あ
る
会
合
の
講
演
会
に
出
席
す
る

と
演
者
は
県
知
事
で
あ
っ
た
。
講
演
内
容

は
こ
れ
か
ら
の
県
政
と
経
済
に
つ
い
て
で

あ
り
、
我
々
の
業
界
に
と
っ
て
も
大
変
参
考

に
な
っ
た
。
講
演
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
雇

用
問
題
と
働
き
方
改
革
の
内
容
の
質
問
で

あ
っ
た
。
知
事
か
ら
の
回
答
の
中
に
「
今
の

雇
用
は
売
り
手
市
場
で
あ
り
中
小
企
業
に

は
厳
し
い
時
代
で
あ
る
と
云
わ
れ
な
が
ら

本
県
で
は
離
職
率
は
40
％
を
超
え
て
お
り

理
想
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、
も
う
少

し
自
分
に
厳
し
く
理
想
だ
け
で
な
く
、
よ
く

考
え
て
の
就
職
を
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
の

事
で
あ
っ
た
。
確
か
に
云
わ
れ
る
通
り
、
目

の
前
の
理
想
で
就
職
す
る
人
が
多
い
し
、
甘

え
て
い
る
人
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
は
現

実
で
あ
る
と
思
い
な
が
ら
、
あ
る
専
門
学
校

に
講
義
に
行
っ
た
と
き
学
校
の
玄
関
掲
示

板
に
学
生
向
け
に
学
校
長
が
詩
を
書
い
て

い
た
の
が
目
に
留
ま
っ
た
。
こ
の
掲
示
板
に

は
毎
月
多
く
の
有
名
な
人
、
ま
た
教
訓
等
の

言
葉
を
書
い
て
い
る
。
今
回
の
言
葉
は
サ

ミ
エ
ル
・
ウ
ル
マ
ン
氏
の
青
春
の
詩
で
あ
っ

た
。

　

第
二
次
大
戦
終
了
後
、
昭
和
天
皇
が
日
比

谷
の
占
領
軍
総
司
令
部
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

元
帥
を
訪
問
し
、
天
皇
が
始
め
て
民
間
人
と

並
ん
で
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真
を
撮
ら
れ
た

部
屋
の
壁
に
掛
け
ら
れ
て
い
た
詩
が
、
こ
の

青
春
の
詩
（
英
文
）
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
カ
ー

サ
ー
元
帥
は
座
右
の
銘
と
し
て
執
務
室
に

飾
っ
て
い
た
。

青
春
の
詩

　

人
は
信
念
と
共
に
若
く
、

疑
惑
と
共
に
老
い
る
。

　

人
は
自
信
と
共
に
若
く
、

恐
怖
と
共
に
老
い
る
。

　

希
望
あ
る
限
り
若
く
、

失
望
と
共
に
老
い
朽
ち
る
。

　

こ
の
詩
は
人
生
の
あ
る
期
間
を
云
う
の

で
は
な
く
心
の
様
相
を
云
う
の
だ
。
優
れ

た
創
造
力
、逞
し
き
意
志
、炎
ゆ
る
情
熱
、怯

懦
を
却
け
る
勇
猛
心
な
ど
の
様
相
を
云
う
。

我
々
は
こ
の
様
な
思
い
で
業
務
を
全
う
し

た
い
も
の
だ
。�

（
T
・
A
）

編集後記

●
広
報
委
員

　
　

安
東　

哲
也
、石
井　

甲
一

　
　

小
野　

春
夫
、鳥
海　

良
寛

　
　

大
澤　

泰
輔
、大
原　
　

整

　
　

近
藤
直
緒
美
、渡
邊
美
知
子

日
本
薬
剤
師
連
盟 

尾
島
博
司
副
会
長
を

お
訪
ね
し
ま
し
た

フ
ァ
ー
マ
く
ん
が
ゆ
く

　「
フ
ァ
ー
マ
く
ん
が
ゆ
く
」
の
日
本
薬
剤
師
連
盟

役
員
シ
リ
ー
ズ
の
第
3
弾
は
、
尾
島
博
司
副
会
長
で

す
。
日
本
薬
剤
師
連
盟
に
尾
島
副
会
長
を
お
訪
ね
し

ま
し
た
。

フ
ァ
ー
マ
く
ん：以
下
、
フ
ァ
ー
マ　
こ
ん
に
ち
は

フ
ァ
ー
マ
で
す
。
本
日
は
、
尾
島
副
会
長
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
を
含
め
、
い
ろ
い
ろ
な
質
問
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
ず
、

ご
家
族
に
つ
い
て
教
え
て
下
さ
い
。

尾
島
副
会
長　
今
年
99
歳
に
な
る
母
（
現
在
、
特

養
に
入
所
中
）、
家
内
、
一
男
三
女
の
子
供
と
孫
が

い
ま
す
。
私
以
外
全
員
薬
剤
師
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
亡
く
な
っ
た
父
の
弟
（
叔
父
）
が
薬
剤
師
だ
っ
た

ら
し
い
の
で
す
が
、
戦
死
し
た
た
め
、
私
は
会
っ
た

事
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
私
が
薬
学
部
を
受
験

す
る
と
父
に
話
を
し
た
時
、
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。

父
は
そ
の
弟
を
可
愛
が
っ
て
い
た
ら
し
く
、
叔
父
の

名
前
「
博
（
ひ
ろ
し
）
を
取
っ
て
」
私
に
「
博
司
（
ひ

ろ
し
）」
と
名
付
け
た
そ
う
で
す
。

フ
ァ
ー
マ　
先
生
の
故
郷
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま

す
か
。
ま
た
、
東
京
で
薬
剤
師
連
盟
の
会
務
に
携

わ
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
業
務
や
お
付
き
合
い
に
お

い
て
、
ご
出
身
地
と
の
違
い
で
戸
惑
う
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。

尾
島
副
会
長　
私
は
生
ま
れ
た
の
は
大
阪
市
生
野

区
で
、
父
が
銀
行
員
だ
っ
た
た
め
転
勤
が
多
く
、
3

歳
か
ら
福
岡
県
直
方
市
、
小
学
一
年
に
福
岡
県
久
留

米
市
、
小
学
五
年
に
兵
庫
県
神
戸
市
東
灘
区
、
高
校

一
年
で
大
阪
府
堺
市
と
転
居
し
た
た
め
、
故
郷
ら
し

い
故
郷
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
、

幼
馴
染
の
話
を
聞
く
時
に
、
羨
ま
し
く
思
い
ま
す
。

小
学
五
年
か
ら
関
西
で
育
っ
た
の
で
、
東
京
へ
行
っ

て
戸
惑
っ
た
の
は
、
や
は
り
、
言
葉
で
す
。
地
下
鉄

の
中
で
、
関
西
弁
で
話
を
さ
れ
て
い
る
の
を
聞
く
と

ホ
ッ
と
し
ま
す
（
笑
）

フ
ァ
ー
マ　
先
生
の
大
学
生
活
は
い
か
が
で
し
た

で
し
ょ
う
か
。
思
い
出
深
い
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

尾
島
副
会
長　
大
学
生
活
は
、
野
球
と
麻
雀
漬
け

の
生
活
で
し
た
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
上
か
ら
白
衣
を

着
て
、
実
験
を
し
て
、
途
中
放
置
の
時
に
練
習
に
行

き
、
ク
ラ
ブ
が
終
わ
る
と
、
雀
荘
か
友
達
の
下
宿
で

麻
雀
。
勉
強
な
ん
て
す
る
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
（
笑
）

　
学
生
時
代
の
一
番
の
思
い
出
は
、
名
城
大
学
が
当

番
で
行
な
わ
れ
た
、
薬
連
（
近
畿
を
中
心
と
し
た
薬

学
部
の
競
技
）
で
、
打
率
・
打
点
・
盗
塁
の
三
冠
王
に

な
っ
た
こ
と
で
す
ね
（
笑
）

フ
ァ
ー
マ　
大
学
卒
業
後
、
現
在
に
至
る
ま
で
の
経

歴
を
教
え
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

尾
島
副
会
長　
大
学
卒
業
（
昭
和
51
年
）
し
日
本

レ
ダ
リ
ー
株
式
会
社
に
入
社
し
大
阪
府
北
部
の
病
院

担
当
の
課
に
配
属
に
な
り
、
退
職
す
る
平
成
6
年
ま

で
大
阪
中
部
の
病
院
、
最
後
は
南
部
の
病
院
担
当
課

長
で
、
プ
ロ
パ
ー
と
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
6
年
11
月
に
堺
市
内
で
薬
局
を
開
局
し
現
在
に

至
り
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ　
先
生
は
高
校
・
大
学
と
野
球
を
や
ら
れ

て
い
た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
が
、
今
で
も
現
役
な

の
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
ご
趣
味
を
教
え
て
い
た
だ

け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

尾
島
副
会
長　
野
球
は
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
で

も
遊
び
と
し
て
チ
ー
ム
を
作
り
ま
し
た
が
、
集
ま
っ

て
練
習
す
る
事
も
無
く
、
年
に
1
〜
2
回
試
合
を
す

る
程
度
で
し
た
。

　
開
局
し
て
直
ぐ
は
、
全
く
野
球
は
し
て
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
若
い
薬
剤
師
（
大
学
の
野
球
部
の
後
輩
）

が
従
業
員
と
し
て
入
社
し
て
き
た
の
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
息
子
も
入
れ
て
チ
ー
ム
を
作
り
、
堺
市
の
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
に
登
録
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
日
曜
日
も
午
前
中
は
薬
局
を
開
局
し

て
い
た
の
で
、
毎
週
、
日
曜
日
の
早
朝
6
時
か
ら
8

時
ま
で
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
も
う
45
歳
を
超

え
て
た
の
で
す
が
、
皆
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
し
た
り
、
監

督
兼
た
ま
に
一
塁
手
と
し
て
試
合
に
も
出
て
い
ま
し

た
。
55
歳
に
な
っ
て
引
退
し
、
友
人
に
譲
り
ま
し
た
。

　
現
在
の
趣
味
は
、
ゴ
ル
フ
と
温
泉
巡
り
く
ら
い
で

す
が
、
中
々
、
休
み
が
取
れ
ず
行
け
な
い
状
況
で
す

（
涙
）

フ
ァ
ー
マ　
こ
れ
ま
で
の
お
仕
事
の
中
で
、
記
憶
に

残
る
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

尾
島
副
会
長　
平
成
8
年
7
月
に
O
‐
1
5
7
に

よ
る
堺
市
学
童
集
団
下
痢
症
が
発
生
し
た
と
き
に
、

日
曜
日
だ
っ
た
の
で
、
休
日
・
急
病
診
療
所
に
当
番

で
出
務
し
た
の
で
す
が
、
泉
北
に
あ
る
診
療
所
に

入
っ
た
途
端
、
異
様
な
風
景
を
目
に
し
ま
し
た
。
親

に
付
き
添
わ
れ
た
子
供
た
ち
が
溢
れ
て
、
通
路
で
横

に
な
っ
て
い
る
子
供
が
い
て
、
調
剤
室
に
入
る
の
も

困
難
な
状
況
で
す
し
、
ト
イ
レ
が
一
杯
で
、
間
に
合

わ
ず
お
漏
ら
し
し
て
い
る
子
供
も
多
く
い
ま
し
た
。

　
日
曜
日
だ
っ
た
の
で
す
が
、
う
ち
の
薬
局
は
日
曜

日
も
午
前
中
は
開
け
て
い
た
の
で
、
す
ぐ
に
電
話

し
、
薬
局
に
あ
る
、
紙
お
む
つ
（
赤
ち
ゃ
ん
用
・
大

人
用
全
て
）
を
持
っ
て
来
さ
せ
て
対
応
し
た
の
で
す

が
、
焼
け
石
に
水
状
態
で
し
た
。
ド
ク
タ
ー
も
普
段

は
2
人
で
対
応
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
5
名
に

増
員
さ
れ
、
薬
剤
師
も
8
人
態
勢
で
あ
た
り
ま
し

た
が
、
次
か
ら
次
に
患
者
さ
ん
が
来
院
さ
れ
定
時
は

9
時
か
ら
17
時
で
、
次
の
当
番
の
薬
剤
師
に
交
代
す

る
の
で
す
が
、
そ
の
日
は
、
20
時
ま
で
応
援
し
て
帰

宅
し
ま
し
た
。
薬
局
を
開
局
し
て
2
年
目
の
出
来
事

で
、
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

フ
ァ
ー
マ　
日
本
薬
剤
師
連
盟
副
会
長
と
し
て
、
今

後
最
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
こ
と
を
教
え
て
下
さ

い
。

尾
島
副
会
長　
担
当
し
て
い
る
組
織
強
化
に
取
り

組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
連
盟
活
動
＝
政
治
活
動
と
思
っ
て
、
毛
嫌
い
し
て

い
る
会
員
さ
ん
を
見
る
と
、
昔
の
自
分
を
思
い
出
し

ま
す
。
私
は
、
連
盟
活
動
は
『
薬
剤
師
の
職
能
拡
大
・

地
位
向
上
』
の
活
動
だ
と
思
う
様
に
な
り
、
現
在
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
10
万
人
の
日
本
薬
剤
師
会
の
会
員
は
、
職
種
も

違
い
、
出
身
大
学
も
違
い
、
環
境
や
趣
味
も
違
い
ま

す
。
野
球
が
好
き
な
会
員
も
い
れ
ば
、
全
く
興
味
の

な
い
会
員
も
い
ま
す
し
。
興
味
が
あ
っ
て
も
、
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
フ
ァ
ン
の
ひ
と
も
い
れ
ば
、
タ
イ
ガ
ー
ス

フ
ァ
ン
、
カ
ー
プ
フ
ァ
ン
等
様
々
で
す
。
政
治
に
興

味
が
あ
る
人
も
、
な
い
人
も
い
ま
す
し
、
興
味
が

あ
っ
て
も
、
自
民
党
支
持
者
、
公
明
党
支
持
者
、
共

産
党
、
維
新
の
会
、
立
憲
民
主
党
他
の
支
持
者
も
い

て
、
色
々
い
ま
す
。

　
で
す
が
、『
薬
剤
師
の
職
能
拡
大
・
地
位
向
上
』
は

10
万
人
全
て
の
会
員
が
目
指
し
て
い
る
こ
と
は
共
通

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
た
ち
の
夢
を
現
実
に
す
る
た
め
の
手
段
と
し

て
、
法
律
を
作
り
法
律
を
改
正
す
る
国
会
議
員
に
一

人
で
も
多
く
の
薬
剤
師
を
送
り
込
む
こ
と
だ
と
い
う

事
を
理
解
し
て
貰
え
ば
、
組
織
強
化
に
繋
が
る
と
確

信
し
て
活
動
し
て
行
き
ま
す
。

フ
ァ
ー
マ　
最
後
に
、
人
生
に
お
け
る
モ
ッ
ト
ー
を

教
え
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

尾
島
副
会
長
　
す
べ
て
は
1
日
1
日
の
積
み
重
ね
。

き
ょ
う
頑
張
れ
ば
、
そ
れ
で
い
い
。

　
元
厚
生
労
働
省
事
務
次
官
の
村
木
厚
子
先
生
が

仰
っ
た
言
葉
で
す
が
、
私
の
耳
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。

　
全
力
で
、
今
日
も
頑
張
り
ま
す
!

フ
ァ
ー
マ　
本
日
は
、
貴
重
な
時
間
を
さ
い
て
い
た

だ
き
、
ま
た
丁
寧
な
ご
説
明
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
薬
剤
師
の
た
め

に
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　国会は、32日間延長されて7月22日までとなり、政府が最重要法案と位
置づける働き方改革推進関連法案は、6月29日の参議院本会議にて可決成
立しました。
　この法案は、長時間労働を解消するため、罰則付きの時間外労働の上限
規制を設けるとともに、一億総活躍社会の実現に向けて、誰もが多様で柔
軟な働き方が出来るよう、その選択の幅を広げるのが目標となっています。
　特に社会進出の進む女性にとって、仕事と子育て等の家庭生活の両立を
可能とすると同時に、少子化やキャリア形成の障害を取り除いていくこと
が大きな課題となっています。医療の現場を見てみても、看護師に女性が
多いのは必然のことと考えますが、医師・歯科医師・薬剤師等、他の医療専門
職にも多くの女性が働いています。一昨年末に実施された、「医師・歯科医
師・薬剤師調査」によれば、医療機関に従事する医師、304,759人のうち、
女性は64,305人（約21%）、歯科医師101,551人の内、女性は23,391人

（約23%）、薬剤師230,186人の内、女性は151,754人（約66%）となって
います。まさに女性の活躍無くしては成り立ち得ない状況にあります。
　病人やけが人の発症や受診を予測することは困難です。医師や歯科医
師は、医師法・歯科医師法により、患者の診療の求めに応ずることが義務付
けられています。また、薬剤師に対しても薬剤師法により、調剤の求めに応
じることが義務となっています。このため、夜間・深夜を問わず24時間の
対応が求められ、やむを得ず時間外労働が増加する、あるいは勤務間イン
ターバルが取れない等の問題も生じることが懸念されます。法案では、医
師の時間外労働の上限規制の導入を法施行後5年に適用するとし、具体的
な上限は改めて検討するとしていますが、医療従事者への女性進出が増加
する状況において、過酷な医療現場の働き方改革は急務と思います。
　女性の働きやすい職場・社会を一日も早く実現するには、女性の立場か
ら世の中に訴え掛けていくことが、より説得力を生むものと思います。

薬剤師・薬学博士
自由民主党組織運動本部本部長代理・参議院議員

藤井もとゆき

Report
もとゆき 藤井もとゆき国会レポート

女性の働きやすい社会


